
地域支援型

都市農業地域共生推進等支援事業

農業体験会の開催

人形町マルシェの様子

事業の背景 取組概要

◆取組内容・効果
・人形町などの都心エリアでマルシェを計12回開

催、八王子市内で農業体験会を計5回実施し、都
市農業や食育に関する理解醸成と都市農業のファ
ン獲得につながった。

・コロナウイルス対策としてオンラインセミナー
を2回開催し、今まで東京農業をあまり知らな
かった層に向けて都市農業の魅力を発信できた。

・研修事業についてHPやネット広告で情報発信を
行ったところ、計20名の研修生の申込みがあり、
農業に関わる人材を増やすことができた。

・積極的な情報発信やチラシ配布等を継続して
行ったところ、体験農園の利用者が年間で10名
ほど増加。農家の経営支援につなげることができ
た。

一般社団法人畑会の活動の中心となって
いる磯沼ミルクファームは、八王子市小此
企町に位置し、京王線山田駅や県道506号
線など、各方面からアクセスしやすい地域
にある。

＜現状＞
東京都の農業生産額が低下する中、八王
子市は多種多様な農産物を生産しており、
都市住民のニーズも高い。

＜課題＞
東京産野菜の認知度が低く、都市住民と
生産者との交流の場が不足している。個々
の生産者のロット数が小さく、安定供給体
制が構築されていない。

オンラインセミナーの様子

農業体験会・農業研修の様子

多摩地域都市農業振興協議会

東京都 八王子市

多摩地域で都市農業に関わるコミュニティ形成!

農作業体験を中心とした取組、理解醸成の取組【地域支援型】支援内容①の事例
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マルシェ等の開催

地域支援型

都市農業地域共生推進等支援事業

◆実施体制
自治体や地元農業者らとの連携に加え、新しく
若手運営メンバーや学生ボランティアを充実させ、
運営体制を強化した。

◆取組内容・効果
・神戸の中心地三宮で毎週土曜日に定期開催する

ファーマーズマーケットに加えて、合計５エリア
の地域フェアを開催。

・一般開催時のファーマーズマーケットに比べ、
地域フェア開催時は1.2倍～1.5倍の売上となり、
来場者が、2割～3割増加した。

・新たな地域フェアを漁港などの場所で開催する
ことにより、新しいファンを獲得することができ
た。また、農家の新規出店等もあり、新規客を呼
び込み通年での全体来場者を押し上げる効果も出
ている。

マルシェ開催の様子

事業の背景 取組概要

一般社団法人 KOBE FARMERS MARKET

兵庫県 神戸市

＜現状＞
・神戸市の面積の約６割は市街化調整区域

であり、そのうち農地は１／６を占めてい
る。

・農業産出額は、１００万人を超える政令
指都市の中で最も多い。

＜課題＞
・近年、高齢化等により農家人口は減少の

一途をたどっており、若い世代に農業への
関心を高めていくことが不可欠。

・自然豊かな街のメリットを活かすため、
都市農業者と都市住民との間のつながりを
作っていくことが課題となっている。

神戸市で若い世代を取り入れたマルシェを開催!

情報発信（マルシェの開催等）の取組【地域支援型】支援内容②の事例
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防災協力農地の導入

地域支援型

都市農業地域共生推進等支援事業

◆実施体制
府内の市町村、農業委員会、JA等の農業関係団
体とのネットワークを生かした体制により、防災
協力農地の推進及び府民への都市農地の防災機能
の理解醸成に取り組む。

◆取組内容・効果
・府内で防災協力農地制度についてヒアリングを

行い、先進的に取組んでいる６市の導入の経過や
制度の概要、課題などを取りまとめた資料を作成。

・防災協力農地の受益を受ける地域住民を対象に、
都市農地における防災機能について情報提供を行
うとともに、対面での聞き取り調査を実施。

＜現状＞
府内農地面積は1万2,823ha（2018年）。
市街化区域内農地は3,335haで、そのうち
生産緑地は1,927haとなっている。

＜課題＞
・府内43市町村のうち、防災協力農地に取

り組むのは12市町と3割程度にとどまって
いる（2019年）。

・大阪府内農地は防災空間等の多様な機能
を有しているにもかかわらず、府民に十分
に認知されていない。

・既に同制度を導入した地域においても、
防災協力農地の登録が進まないケースが散
見している。

導入事例を誌面にて掲載

一般社団法人 大阪府農業会議

大阪府 全域

防災協力農地登録制度のリーフレット

寝屋川市防災協力農地の様子

対面での聞き取り調査の様子

事業の背景 取組概要

大阪府で防災協力農地の拡大と住民に理解を促進!

情報発信（マルシェの開催等）の取組【地域支援型】支援内容③の事例
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